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議   事 

午前10時30分 開議 

○委員長（阿部加代子君） おはようございます。 

 本日、東日本大震災の発生から14年を迎えました。 

 ここで、哀悼の意を表するため黙祷をささげたいと思います。 

○事務局長（鈴木常義君） 黙祷。 

〔 黙 祷 〕 

○事務局長（鈴木常義君） お直りください。着席願います。 

～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～ 

○委員長（阿部加代子君） 出席委員は定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を始めます。 

 各グループでの取りまとめを受けて、グループ代表者連名による附帯決議案が提出されました。こ

の際、これを議題としたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（阿部加代子君） ご異議なしと認めます。よって、附帯決議案を議題とすることに決しま

した。 

 令和７年度予算に係る政策提言に関する附帯決議を議題といたします。 

 直ちに提出者の説明を求めます。 

 14番高橋浩委員。 

○14番（高橋 浩君） 令和７年度予算に係る政策提言に関する附帯決議につきまして、提案理由を

説明いたします。 

 これは、令和７年度予算の審査に際し課題となった施策に関し、これを令和７年度において解決さ

れるよう、市長に対し政策を提言しようとするものであります。 

 以下、決議を読み上げまして説明とさせていただきます。 

 令和７年度予算に係る政策提言に関する附帯決議。 

 令和７年度各会計の予算審査においては、倉成市長が描く「未来への希望が持てるまち」の実現に

向け、未来羅針盤プロジェクトが本格始動し、「未来投資枠事業」や「市政発展のための戦略プロジ

ェクト」により、どのようにまちづくりが進められるのか審査を行った。 

 その中でも「決算認定に係る政策提言に関する附帯決議の処理状況」を中心に、それらが新年度予

算において確実に反映されたかを中心に議論が交わされた。 

 総務部門では、奥州市未来羅針盤図における各プロジェクトの事業実施に当たっては分野横断的、

部局横断的に連携し、効率的かつ効果的な事業推進に努めていくこと、また、シティプロモーション

の推進に当たっては、市民及び企業と連携した情報発信や市公式マスコットキャラクターおうしゅう

たろうを活用した取組等を行っていくことが確認された。 

 次に、教育厚生部門では、「福祉、医療等における人材の確保及び病院事業における経営改善」に

当たっては、病院事業の経営改善には人材確保、特にも常勤医師の確保が重要であるが、医師の退職

により令和６年度当初より少ない医師数で令和７年度がスタートすることが確認された。また、医師

等の確保策をさらに重点的に進めることや、さらなる病院事業の経営改善への取組が必要との意見が

出された。 
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 次に、産業経済部門では、商工業の賑わい創出に向けた拠点施策の取組や創業支援の拡充に当たっ

ては、メイプルの再稼働に向けた事業実施や創業塾・セミナーにより創業の機運醸成を図ること、ま

た、農林業の次世代農業振興と担い手育成施策の拡充に当たっては、スマート農業の導入、地域おこ

し協力隊制度や森林環境譲与税を活用し、農業経営力の強化や担い手の確保と育成に取り組む方向で

あることが確認された。 

 次に、建設環境部門では、環境にやさしい循環型のまちをつくり、市民一人ひとりの安心・安全で

快適な暮らしが確保できるようにするため、引き続き、環境基本計画に基づき各種事業を展開してい

くこと、また、道路、上下水道等の公共インフラ整備については国の補助金、交付金等、有利な財源

の確保、活用に努め、計画的に取り組んでいくことが確認された。 

 以上の認識の下、先の決算認定時に提言した多くの項目が、実現に向けて着実に進められている中

にあって、なお、令和７年度予算において一層の努力が必要である下記事項に対し、令和７年度中に

おける課題解決の取組がなされるよう市長に対し政策を提言表明する。 

 記。 

 １、福祉、医療等における人材の確保に当たっては実効性がある取組を進めるとともに、病院事業

においてはさらなる経営改善に努めること。 

 以上、決議する。 

 令和７年３月11日。 

 奥州市議会予算審査特別委員会。 

 以上であります。 

 何とぞ満場のご賛同を賜りますようお願い申し上げまして、決議の説明とさせていただきます。 

○委員長（阿部加代子君） これより質問に入ります。 

〔 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り 〕 

○委員長（阿部加代子君） 質問なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております令和７年度予算に係る政策提言に関する附帯決

議は、説明がありましたとおり、その附帯決議とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（阿部加代子君） ご異議なしと認めます。よって、附帯決議は原案のとおりとすることに

決しました。 

 以上をもって、附帯決議案の報告を終わります。 

 なお、附帯決議案の委員長報告の字句など、整理を要するものにつきましては、その整理を正副委

員長に一任させていただきたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（阿部加代子君） ご異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 以上をもって、本特別委員会に付託になりました予算議案10件の審査は全て終了いたしました。 

 これをもって本特別委員会を閉会したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（阿部加代子君） ご異議なしと認めます。よって、予算審査特別委員会はこれをもって閉

会といたします。 
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 ご協力、大変にありがとうございました。 

午前10時41分 閉会 

 


